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本研究 は, 地域を受け持 つ 行政保健師の 立場か ら地域ケ ア シ ス テ ム 構築 に 関わ る活動方法及び役割に関連す る論文の 研究
成果をメ タ 統合 (M eta-synthesis) の 手法 に よ っ て 統合 し, 行政保健師の看護実践知を新 たな統合概念 に よ っ て創 出する こ
と を目的と した o Nob 山& Hare, Barbar aL･Paters o nら の メ タ 統合 (M eta-synthesis) の 手法を参考に , 千 葉大学大学院看護学
研究科の 地域看護学教育研究分野の 修士 ･ 博 士論文か ら3 論文を 一 次論文 と して 選定 し. 知見の 統合を試 み た ｡ 統合の結果,
1 5の 知見 に統合 できた ｡ こ れ ら の 知見間の 関係性 を デ ー タ の 文脈 に 沿 っ て 分析 した と こ ろ, ｢援助ニ ー ズ を も つ 住 民 一 人ひ
と りに 責任を持ち, 関係者と協働して援助する こと を通 じて , 住民支援 のため の 良質な地域ケア シ ス テ ム を形成する｣ と い
う主要な概念とそれ に包含さ れ た5つ の 概念 ｢ 住民一 人ひ と り の セ ル フ ケ ア カを高め る援助 の過程 を通 じ, 非公 的な支援 シ
ス テ ム を つ く る｣ ｢ 住民一 人ひ とりの セ ル フ ケ ア カを高め る援助 の 過程を通 じ, 保健福祉サ ー ビス の 適切化をは か る｣ ｢外部
支援者 と協働 し て , 在 宅療養者 を支援す る過程を通 じて. 支援者同士 の 協働 シ ス テ ム を つ く る｣ ｢ 外部支援者と協働 して
,
在宅療養者を支援す る過程を通 じて, 援 助 ニ ー ズ を持 つ 特定集団を把握し, その ニ ー ズ を 満た すた め に保健福祉サ ー ビス の
適切化を は か る｣ ｢ 外部支援者と協働 して , 在宅療養者を支援す る過程を通 じて , 援助 ニ ー ズ を持 つ 特定集団を把握 し
,
医
療 ･ 看護サ ー ビ ス の 質向上を図る｣ が見出 され た ｡
K E Y WO R D S‥publiche alth n u rsing, c o n stm ctio n ofthe
c o m m u ni? c a re sy te m s, n u rsing pr a cticekn o wledge, m eta
synthesis ofthequ alitativ e studies
I . 目 的
本学で は, 21世紀C O E プロ グラ ム ｢日本文化型看護
学の創出 ･ 国際発信拠点一実践知に基づく看護学の 確立
と展開- ｣が採択され , 平成15年度より取り組んで い る
と こ ろ で ある｡ 本拠点に設けた7 つ の サ ブプ ロ ジ ェ ク ト
のうちの 一 つ , ｢日本型地域健康支援｣ で は, 家庭や地
域を基盤に して行う看護実践を対象に , 新た な看護実践
知の創出 ･ 体系化を目的と して研究を進め て い る ｡ 本研
究は, そ の 一 環と し て , 地域 の生活集団全体を対象に し,
住民の ニ ー ズ に応 じた地域ケアシ ス テ ム構築における行
政保健師の 看護実践を対象に した複数の 質的研究を 一 次
論文と して 選出し, メ タ統合の手法を用 い て行 っ たもの
である ｡
こ れ に先立ち, 地域健康支援と文化との 関り合 い に つ
い て 文献検討
1) し たと こ ろ , 援助対象で ある個人 ･ 家
族 ･ 地域 の 今現在のあり様は, 長 い年月をか けて構築さ
れ て きたもの と して 理解し, 時代とと もに ｢変化｣し続
けるもの と して 捉えて い く必要がある こ とが示唆され
た ｡ 地域健康支援は , そ の 時代の 政治, 社会, 人 々 の生
活背景など多様な時代背景に影響され る｡ そ こ で本研究
で は , 一 次論文選択の 際に, 論文の 作成され た時期の こ
う した背景を考慮に入れる ことと し, 時代 の要請を担 っ
た看護実践知の様相 を明らか にする こと により, そ の 時
代の 文化を反映させ た実践知が明らか になると考えた｡
特に , 少子高齢化時代にあ っ て , 介護を要する人 々 の
在宅ケアを支えるシ ス テ ム は , 平成12年度の 介護保険制
度の施行により大きな変化を遂げた ｡ こ の 前後で は, 多
様な観点から地域ケア シ ス テ ム構築に関連した研究が存
在する｡ 制度施行以前の論文には, 社会的入院による医
療費の増大と い う背景から, 保健 ･ 福祉 ･ 医療 の各社会
資源間の 有機的な連携と継続支援と いう視点から のより
よ い ケア シ ス テ ム構築を追究 した論文が見られ る2~5)｡
制度施行後は , 居宅介護支援事業所の提供するサ ー ビス
の 質管理や , 医療と の協力体制の 構築, 介護予防サ ー ビ
ス や保健サ ー ビ ス と の 体系化な どが テ ー マ に な っ て い
る ｡
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そ こ で 本稿で は, 地域ケア シ ス テ ム構築における行政
保健師の 看護実践知の創出を , 時代的な変遷との 関係性
にお い て 行う - プ ロ セ ス と して , 介護保険法施行以前の
地域ケ ア シ ス テ ム構築に関連 した論文を 一 次論文と し て
選出し, メ タ統合の手法により知見を統合すること によ
り, その 時代に求められた地域ケア シス テ ム構築にお け
る行政保健師の看護実践知を明らか にする ことを研究目
的と した｡
な お, 本研究で は ｢ 地域ケ ア シ ス テ ム｣ を ｢人々 の健
康生活を支えるた め の多様な資源どうしの秩序だ っ た つ
ながり｣ と定義する ｡
Ⅱ . 研究方法
1 . 研究対象
豊富な看護実践デ ー タ が あり, 閲覧 ･ 分析 の 許諾や蓄
積などの 環境が整 っ て い る こ とから, 千葉大学大学院看
護学研究科の 修士 ･ 博士論文から研究対象となる論文を
選定した ｡ 2000年以前に作成された地域看護学教育研究
分野の 修士 ･ 博士論文で , 地域ケアシ ス テ ム にかかわ る
行政保健師の看護実践の活動方法や役割に関するテ ー マ
を扱 っ た論文13件か ら, 各論文の研究目的 ･ 研究方法 ,
研究の 時期な どから統合の 可能性 を吟味し, 表1 に示す
3論文を選定し, 分析対象と した ｡
2 . メ タ統合の手順■
質的研究の メ タ続合手法は , 確立 された もの は なく ,
海外にお い て も,, よ り良 い 方法確立 に向けて , 試行錯
誤が繰り返され て い る の が現状 で ある
6 )
｡ 本研究で は ,
N｡blit 良 Ha re(1988)7), Barbar aL. Pate rso n(2001)
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Lら
の行 っ た メ タ統合の手法を参考に , 以 下 の 手順 で統合を
行 っ た ｡
1) 統合の 仮テ ー マ の 設定
一 次論文の テ ー マ , キ ー ワ ー ド, 研究目 的, 研究方
法を照ら し合わせ , テ ー マ の 共通性や , デ ー タ の 内容 ･
収集方法などの 共通性類似性を吟味し, 統合可能な仮の
テ ー マ を設定する｡
なお , 本来 の メ タ統合の 手順で は , 先 に, 新 たに創出
した い 概念や テ ー マ をまず設定 し, そ の テ ー マ に向け
て , メ タ統合の 対象と なる 一 次論文を選定する ｡ 今回は ,
メ タ統合手法を同時進行で 開発すると い う意図もあ っ た
ため, まず統合の 可能性の ある 一 次論文を先に選定し,
そ れ ら の論文で統合可能なテ ー マ を設定すると いう手順
とな っ た｡
2) 各一 次論文の 知見の 抽出と看護援助の要素の整理
各 一 次論文の結果および考察に記述された知見を抽出
する ｡ 考察の記述を柱 にして , そ の根拠とな っ た結果の
デ ー タを詳細に調 べ , 看護援助の要素で ある ｢援助の 対
表1 メ タ統合に用 い た 一 次論文と仮テ ー マ の 検討
論文 A
9) 論文 B
lO) 論 文 C
11ゝ
請 .文 地域 生活集 団を対 象と.した ケ
ー ス 管 地 域ケ アの 現状 からみ た保健婦 の 役割 に 関する ･訪問着護利用 者 へ の 行政保健婦 ( 士)の 役割
タ イ ト ル 理の 方法 に 関する 研究 研 究
研 究 目 的■
白き台体単位 で 地域 住民 の 健康 生活支 在 宅ケ ア に おける保健 婦の 役割 は幅広 く多彩 な 訪 問者護サ
ー ビス 利 用者 に つ い て , 地域 を担
援 を担う保 健婦 士の 立場か ら地域生 援 助 ニ ー ズ - の 対応 が 求め られて い る が , 行政 当す る 保健婦 (士) が どの よ うに 関 わる ベ き
活 集団 を対 象に し たケ ー ス 管理方 法 の 看護専 門職と して重 点 をおく ベ き活動 は 明ら か を追究す る こと を目的とす る ○ す なわち訪
の 特質を明 らか にす る かで ない ○ 保健婦 の援 助 を総 合的 に捉 え, 在宅 間看護利用 者の 充足 され て
い な い ニ ー ズ を 明
ケ ア に おけ る看護専 門職 の役 割を よ り明確 に す らかに し. 充足さ れて い ない ニ
ー ズ - の 援助
る○ 方法を検討 し, 行政 保健婦 (士) が どの よ う
な役割を担 つ て い くベ きかを追究す る ○
研究
方法
詞李
対 象
人 口 約12,0 00人 , 老齢 人口 割合25 % M町 の異 な つ た身体的 . 社 会的状況 にあ る住 民 地 区医 師会 が設 置 主体 の
- 訪 問 着護 ス テ -
(H 9.4) の - 町の 町保 健婦 3 名 と管 (1)平 成7 年度基 本健康診 査未来所者 の う ち歩行 シ ョ ンの 訪問着護 サ
ー ビ ス 利用者 の うち 了角軍
轄保健所保健婦 3 名○ 困難 . ねた き り上 し て健 診票 を返却 した 者 の う
ち訪問が可 能だ つ たもの27名 , (2)社 会福祉協 議
会 より ホ ー ム ヘ ル パ
ー の 援助 を受 けて い る もの
･全 貞13名 , (3)S 病院 の 訪問着護 を利用 して い る
住 民全員13名 , (4)隣 町の K病 院の 訪問診療 を利
用して い
~る も の全 員5 名o
の 得られ た18名○
調査
方法
保 健婦 . 士 が援 助対 象者 ご と に作 成 地 区活動 の.一 環 と し て 家庭 訪 問 を行 い . 看 護 訪 問記 録 及 び担 当者 護 掃か ら の 聞き 取 り調
して 援助 実施 の つ ど記 載 して い る 訪 ニ ー ズ を把 握す る o こ の 看護 ニ
ー ズを充足 す る 査, 担 当看護婦 との 同行 に よ る訪問調 査を行
間記録 の 閲覧 . 転記 お よ び補足 と し た め に保 健婦と して 援助 を展 開し,
一 連 の 援助 う○
て
,
保健 婦 . 士 から の 聞き 取.りを行
うo
■行為 を記述す る o
廃合 に 向 け
た仮 テ ー マ
｢ 住民 わ援助 ニ ー ズ とそ れ に応 じた サ ー ビ ス の調整 . 確 保 . 適正配備 を目的と した行政保健 師の 看護実践知 と は 何か｣
仮 テ ー マ 決
走 に 至 つ I=
検 討 . 解 釈
論文 A , 論文 B ,_論 文 Cの い ず れも, 共通の 課題 を持
つ 住 民の 援助 キ ー ズを丹念 に調 べ , 行枚保健師と して の 援助行為
. 方 法をt 現地
保健師の 認識行動 や , 研究者自 身の援助 行為な どの デ
ー タ から , 明ら かに しよ うとして}ー る ○ 共通 する キ
ー ワ ー ドとして , 行疎保健 軌
地域単色 在宅 ケア , 援助 ニ ー ズ , サ ー ビ スの 調整 . 確 保 . シ ス テ ム構 築が あげられ■たo よ つ て , 上記仮 テ ー マ に向 けて , 統 合が可能
で あ ると判 断したo ∈
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象｣ ｢ 援助ニ ー ズ｣ ｢援助行為｣ ｢援助の 成果｣ が含まれ
るよう, 文章を加減 し, 表現を整理する｡
3) 各一 次論文ごと の抽出された知見の 関係性の 図示
2) で整理 した知見の 表現を基に, 看護援助の要素間
の 関係性を図示する ｡
4) 知見の統合
整理 され た3 つ の 一 次論文の 知見を, 共通性 ･ 相違性
を比較 ･ 照合 しながら, 集約 し, 統合知見を導く｡
5) 続合された知見間の 関係性の 明確化
3) で 図示 した各 一 次論文の知見間の 関係性を比較,
照合し, そ の 関係性の共通性や類似性 , 相違性 を吟味し,
す べ て の 関係性が包含されるように, 図解する｡
6) 統合テ ー マ の 見直し
2) - 5) の手順を通じ, そ の 過程で , 仮 テ ー マ の 表現
を見直し, 統合 した看護援助の 知見の 内容を的確に示す
表題を つ け最終的な統合テ ー マ とする ｡
3. 倫理的配慮
分析対象と した 一 次論文の 著者に射し, 口頭お よび書
面に て 本研究の主 旨を説明し, 分析対象とすること の 承
諾を得た ｡
4. 信頼性と妥当性の確保
3名の 共同研究者による合議により, 客観性を高め な
が ら統合した知見の 表現や関係性の 適切性を検討し. そ
れぞれ明瞭に記述で きるようになるまで , 協議を繰り返
した ｡
また , 全分析過程を, 地域看護学, 訪問着護学, 在宅
看護草, 継続看護学等の研究者で構成される メ タ統合の
プ ロ ジ ェ ク ト メ ン バ ー 19名に提示 し, 分析方法や結果に
つ い て , 多数 ･ 多様の 意見の反映に努めた｡
さ らに , 分析結果を, 行政保健師の実践活動及び質的
研究方法に精通して い る研究者1名に提示 し, 結果の妥
当性に つ い て確認した ｡
Ⅲ . 結 果
I . 統合の仮テ ー マ (表1参照)
論文A - C の 共通するキ ー ワ ー ドは, 行政保健師, 地
域単位, 在宅ケア, 援助 ニ ー ズ, サ ー ビス の 調整 ･ 確保 ･
シ ス テ ム構築で あ っ た｡
また研究目的をみ ると, 論文A で は, 自治体単位の
ケ ー ス 管理の 観点か ら地域ケア シ ス テ ム構築方法を追究
する こ と で あり, 論文B で は, 自治体単位の 在宅ケア
ニ ー ズ を類型化し効果的なシ ス テ ム構築に対する保健師
の 役割を追究する こと で あり , 論文C で は , 訪問着護
サ ー ビス に焦点を当てて, 一 定地域内の利用者の ニ ー ズ を
充たすため の行政保健師の役割を追究するもの であ っ た｡
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また , 研究方法は, い ずれ の 論文も, 住民 の ニ ー ズ の
実態を調 べ , そ れ に対する行政保健師の活動方法を実証
的に検討すると い う点で共通性が確認できた｡
こ れ らキ ー ワ ー ド, 研究目的, 研究方法の共通性 を吟
味し, 統合 の仮 の テ ー マ を ｢ 地域単位の住民の 援助 ニ ー
ズ とそれに応 じたサ ー ビス の 調整 ･ 確保 ･ 適正配備を目
的と した行政保健師の 活動方法｣ と設定する こと と し
た ｡
2 . 各 一 次論文から抽出された知見
各論文の 考察の 記述とその根拠と な っ た結果の デ ー タ
か ら表現を整理した知見内容を, 表2 に示す｡
3 . 統合された知見
3 つ の 一 次論文か ら抽出した知見を統合 ･ 集約した結
莱, 15の 知見に統合された ｡ 以 下 に記す｡
1) 援助ニ ー ズをもつ住民 一 人ひとりに責任を持ち, 関
係者と協働して援助する
下記の 3) 家族単位に住民 一 人ひとりのセルフケア
カ ･ 相互扶助力を高める, 4) 外部支援者と協働して ,
在宅療養者を支援する , 5) 援助ニ ー ズをもつ住民を早
期発見するためにアウトリ ー チする . 6)援助ニ ー ズを
持つ特定集団を把握する, 7) 個別援助の活動を通じて
対象把握経路を拡充する, 8) 複数の対象把握経路を駆
使する , の各知見を包含した知見と して統合された｡ 3)
- 8) の各知見に つ い て は, 各項で説明する ｡
2) 住民支援のための良質な地域ケアシステムを形成す
る
同様に. 下記 の 9) 地域の人的資源による支援ネッ ト
ワ ー クを つくる, 1 0)非公的な支援システムをつくる,
1 1) 支援者同士の協働システムをつくる, 1 2) 在宅療
養を支える資源の適切化をはかる. 1 3) 保健福祉サー
ビスの適切化をはかる, 1 4) 医療･ 看護サ ー ビスの 質
向上を図る, 1 5) 地域ケア システム の構築の必要性は.
地域資源の有無や質 , 支援者と対象者との関係性を包含
して判断する, の 各知見を包含した知見と して 統合され
た｡ 9) - 1 5) の 各知見に つ い て は , 各項 で説明する ｡
3) 家族単位に住民 一 人 ひとりの セルフケアカ ･ 相互扶
助力を高める
論文Bの 【健康障害の予防や機能維持の ため の セ ル フ
ケ アを促す】 と い う知見 論文Aの援助 ニ ー ズ の判断方
法に関わ る 【対象者 ･ 家族 の サ ー ビス を ｢ 求める｣ ｢探
し選ぶ｣ ｢到達する｣ ｢活用する｣ 能力を見極める】, 【対
象者および家族の健康 レ ベ ル , 日常生活自己管理能九
援助受け入れの 意志, 相談能力の 状況変化と行動, 家族
の 介護 ･ 育児能力を予測する】 と い う知見を集約し統合
したもの で ある ｡
表2 各 一 次論文か ら抽出さ れた知見
論 文 A 論文 B 論文 C
知 見A-.1
: 地域 に 住 む援助 が必要 な 知見 B-1 : 高齢 者 . 虚弱者 が, 健 康 障害の 予 防 知 見 C-1 : 訪問 着護 利用者 - の 行政 保健婦 の 役 割
人 を い か に 早期 に 発見 す る かを重要 視 や 機 能 維 持 の ため の セ ル フ ケ ア が で き る よ う 促 の 基 本 は , 訪 問着 護婦 の 行 う看護援 助 を強化 す る と
す る o サ ー ビス 利用の 必要性 を認識 し すo 日常生 活上 の 困難 が起 こ つ たとき , 自ら相 談 い う姿 勢で あ るo 利用 者 - の 援助 に と も に かか わる
て い な い 人々 に対 し て も ア ウ トリ ー チ で き る よ うに , 保 健婦 の 存在や役割, 福 祉サ ー ビ こ と を申し 出 る , お 互 い の 見解 を確 認 し あう な ど,
して い くo その ため に , 他者 から の 受 ス を紹 介す る o こ の よ う に行 政サ
ー ビ ス を能動 的 訪 問着護婦 との 合 意形 成を図 る こと を重要視 す る ○
動 的 訓育報 把握 だけ で なく , 主導 的に に 利 用で きる よう に 促 す ため の 窓口 の 役割 を果 た
情 報 を選択 して 要 援助 者 を把 握す る○
本 人 . 家族 や 近 隣住民 , 関係 機関 . 職
種 から の個 別援助 を通 じた情 報収 集や
保 健福祉行 政サ ー ビ ス シ ス テ ム の 中で
情 報を収 集す るな ど複 数の 把 握経 路を
駆 使 して 援 助 を要 す る 人 を発 見 す るo
また問題解 決等 に よ り 一 端援 助 を中断
する 場合 で も, 継 続 した情報 把垣 経路
を確保 する こと に よ り新 た な問題 の 早
す○
知見 B-2 : 医療 や 福 祉サ ー ビ ス の 提 供者 に , 高 知 見 C-2 : 訪 問看護 利用者 の 家族員 が ｢人権 を守
齢者 . 虚病者の 援 助 ニ ー ズ を当事 者 に 代わ つ て 伝 る｣ ｢ 医療. 保健 サ ー ビ ス の 適応 を はか る｣ ｢ 支援 体
え
, 医療 や福 祉 サ ー ビ ス に住 民 の ニ
ー ズを反 映さ■制 を整 え る｣ などの 必 要性 の 高 い 問題 を抱 えて い る
せ る役 割 を果たす 場 合, 家族 に 対 して , 保健婦 が直 接的 な支援 を行 う
必 要が ある
知見 B-3 : ホ ー ム ヘ ル プサ ー ビ ス 利 用者 の セ ル 知 見 C-3 : 医療 や 保 健サ ー ビ ス を適 切 に受 け る こ
期発見 に努 め るo フ ケア を促 す援 助 を行 うo サ
ー ビ ス 提 供者 で あ る と が で き て い な い 訪 問着 護 利 用者 に 対 して , 医 療
ヘ ル パ ー や民生 委員 と, 援 助方針 を共 有 し, そ の 桟 関 や 関係機 関 に 働き か け医療体 制 づ く りを行 つ た
役割 を尊 重 し つ つ , 看 護専 門職 と して の 知識 や 技 り, 訪 問者護 婦と 協働 して , 保健 サ
ー ビ ス の 情報 提
術 をもと に 支援す る 供 や 利 用勧 奨を す る , サ
ー ビ ス の 実施 方法 を改 善す
る な どの 役割 を持 つ
知見 A - 2■:対 象者 の ニ ー ズ に応 じた 知 見 B-4 : 訪問着護 サ ー ビ ス を利用 す る 在宅療 知見 C-4 : 訪 問着護 利用 者 の ニ ｣ ズを福 祉サ ー ビ
サ ー ビス の 調整 . 統 合お よ び地域 ケ ア 養 者 に対 し, 家族貞 の 健康 維持 - の 援 助, 家族 員 ス 提供 者側 に 伝 え, サ
ー ビ ス の 開発 や 施策 化 に 必要
シ ス テ ム の 構 築の 必要性 は, 家族 単位 同士 の協 力 を促 進す る 援 助 な ど家族 の 機能 を強 化 な情報 収集 を促 し, また 自らも 情報 収集 し, 不 足 し
に判 断す るo 対 象者 およ び家族 の サ ー す る 援 助を行 うo 外 部支援 者 同士の 話 し合 い の場 て い る 福祉 サ ー ビ ス の 改 善や拡 充 を促 して 行 く役割
ビ ス 利用 に 関す る 主体 的な判断 と活用 の 設定 な ど協 働の シ ス テ ム をつ く る , 近 隣住民 の があ る o
能 力を 育 て る と い う観 点 から ,サ
ー ビ 協 力 や 啓蒙 な ど非公 的 な支援 シ ス テ ム を つ く る と
知見 C-5 : 潜 在化 して い る要 援助 者 を把 握 し, 同
様の ニ ー ズを持 つ 他 の 住民 へ の 援助 も視 野 に 入れ た
活動 へ と発 展 させ る ○ 特 に . 住 民同 士の 交流 を促す
必要性 の 高 い ニ ー ズ は , 訪 問着 護蘇 が認識 で きて い
な い た め に 潜在 化 しや す い の で , 訪 問着護 婦と の 充
分 な協 力 の 下 に 把握 し, 地区活 動 - と展 開させ て 行
く役割 があ る ○
ス を求め る 能力, 探 し選ぶ 能力 , 到達 い う役 割を果 たす○ 地域 の ケ ア 全体 を総合 的 に 視
す る能力
.
活 用す る 能力 を ア セ ス メ ン 野 に 入 れ, 訪 問着護 サ ー ビ ス の 評価 . 指導 な ど看
トして 判断 す る○ また , 地域 資源の 有
無 や 質, 支援 者と 対象者 , 保健 婦士 と
対 象 者 との 関 係 性 を包 含 して 判 断 す
る,o
護 管理 の 機能と 役割 を果たす o
知 見 B- 5 : 地域 の ケ ア 資源と して の 訪問 夢療 知見 C-6 : 訪 問着 護婦 の 援助 だ けで は 解決 困難 な
サ ー ビス 利 用者 に 対 して . サ
ー ビ ス 捷供 病院 - の ニ ー ズ に つ い て , 共 に かか わり, 保 健福 祉事 業の 施
要望 を代弁 す る , 病院 の 看護 職と援 助方 針 を共有 策化 や シ ス テ ム 化 へ と つ な げ , 地域 全体 へ と 波及 さ
す る , 互 い の 役割 を確 認す る な ど の 援助 行為 を通
し, 利用者 の こ - ズ を訪問 診療サ
ー ビ ス に 反 映さ
せ る 役割 を果たす
せ る
4) 外部支援者と協働 して , 在宅療養者を支援する
論文Cの知見である, 行政保健師の 役割と して の 【訪
問着護婦に共に関わる事を申し出る】, 論文CとB の 共
通 した知見で ある , 【外部支援者と互 い の 援助方針 を共
有する】, 【外部支援者の 役割を尊重し助力する】, 【外部
支援者と役割分担をする】, 論文A ･ B I C の 共通 した
知見である 【援助 ニ ー ズ を当事者に代わ っ て サ ー ビス 担
当者に伝える】, 論文C の 知見で ある 【現行サ ー ビ ス の
導入や開発を行う】, 論文A ･ C共通の知見である 【適
切な介護の 継続の ため に入院 ･ 入所施設と情報交換す
る】, 論文C の 知見で ある 【対象 - の 医療確保を求め医
師会に働きか ける】, の 知見を集約 し統合 したもの で あ
る｡
5) 援助ニ ー ズ をもつ 住民を早期発見するためにア ウト
リ ー チする
これは, 以 下 に述 べ る6) 援助ニ ー ズを持つ特定集団
を把握する, 7) 個別援助の活動を通じて対象把握経路
を拡充する, 8) 複数の対象把握経路を駆使する, の 3
つ の 知見をさ らに集約し統合 したもの で ある｡ 6), 7),
8) に,
つ い て は , 各項 で述 べ る.
6) 援助ニ ー ズを持つ特定集団を把握する
論文Cの 知見 行政保健師の役割と して 【同様の ニ ー
ズ を抱えた特定集団の状況把撞を行う】, 【サ ー ビス待機
者の 生活実態を , 関係職員 ･ 提供施設 ･ 関係住民と協力
して 調査把握する】 と い う知見を集約 ･ 統合 したもの で
ある｡
7) 個別援助の活動を通じて対象把握経路を拡充する
論文 Aの 知 見 【一 端援助を中断する場合, 継続 した
情報把握経路を確保する】, 【関係者か ら の情報による把
握 (本人 ･ 家族から , 近隣住民か ら, 関係職種 ･ 機関か
ら の 情報で把握)】 と い う知見を集約 ･ 統合 した もの で
ある｡
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8) 複数の対象把握経路を駆使する
上記7) 個別援助の活動を通じて対象把握経路を拡充
すると い う知見と, 論文A の 知見, 【行政サ ー ビ ス シ ス
テ ムを活用 して把握する(各種申請届, 保健事業利用者,
福祉事業か ら の 把握)】 と い う知見をさらに集約 t 統合
したもの で ある ｡
9) 地域の人的資源による支援ネッ トワ ー クをつくる
以下 に述 べ る1 0) 非公的な支援シス テム をつくる ,
と1 1) 支援者同士の協働システ ムをつくる. の 2 つ の
知見をさ らに集約 ･ 統合 したもの で ある｡ 1 0), l l)
に つ い て は , 各項 で述 べ る｡
10) 非公的な支援システムをつくる
論文B の知見である 【近隣住民に対 し在宅療養生活 -
の協力を啓蒙する】 と いう知見から導 い た知見で ある ｡
11) 支援者同士の協働システムをつくる
論文Bの知見, 【支援者同士の 話 し合 い の 場を設定す
る】, 論文C の知見 【支援者同士必要時援助が引き継が
れるようにする】, 【支援者同士 の つ ながりを作る仲介を
する】 と いう知見を集約 t 統合したもの で ある ｡
12) 在宅療養を支える資源の適切化をはかる
1 3) 保健福祉サー ビスの適切化をはかる, 1 4) 医療･
看護サ ー ビスの質向上を図る, 1 5) 地域ケアシス テム
の構築の必要性は. 地域資源の有無や質 , 支援者と対象
者との 関係性を包含して判断する, の 3 つ の 知見をさ ら
に集約 ･ 統合 したもの で ある ｡ 1 3), 1 4), 1 5) に つ
い て は, 各項で 述 べ る｡
1 3) 保健福祉サ ー ビスの適切化をはかる
論文Cの 知見, 【把握した ニ ー ズ を基に保健サ ー ビ ス
を改善する】, 【サ ー ビス の 開発や施策化に必要な情報収
集を行う】, 【福祉サ ー ビス 利用待機者の ニ ー ズ を調 べ 必
要な援助を実施する】, 【サ ー ビ ス の 必要量を算定 し行政
計画 へ の 反映, サ ー ビス 基盤の 拡大, 予算獲得に向けて
働きかける】, 【住民の 窓口 へ の 相談内容を集約し行政課
題を抽出し対応策検討を促す】 と い う知見を集約 ･ 統合
したもの である ｡
1 4) 医療･ 看護サ ー ビスの質向上を図る
論文 B の知見 , 【訪問着護サ ー ビ ス の 評価 ･ 指導を行
う】, 論文C の 知見, 【病院や診療所医師などに働きか け
ると共に, 訪問着護婦から の 医療関係者 - の 働きか けと
相乗的に医療機関の サ ー ビス 拡充を図る】 と い う知見を
集約 ･ 統合 したもの である｡
1 5) 地域ケア システ ムの構築の必要性は, 地域資源の有
無や質, 支援者と対象者との関係性を包含して判断
す＼る
論文A の 知見, 【対象者と家族が利用で きるサ ー ビス
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の ｢有無｣ ｢提供者の 質｣ ｢捷使者同士の 連携｣ を見極め
る】, 【対象者 ･ 豪族とサ ー ビス 提供者との , サ ー ビス提
供者同士の信頼関係から, 問題発生時や状況変化時の情
報把握ル ー トを予測する】 と い う知見を集約 ･ 統合した
もの である｡
4. 統合された知見の関係性
こ れ ら の 集約 ･ 統合 した知見 を各 一 次論文の 知見の
根拠と な っ た デ ー タ の文脈性に準じて , 知見間の 関係性
を眺望 した｡ その 知見間の 関係性が新た な概念と して ,
メ タ統合の結果見出された ｡ 図1中に概念1 - 6 と記し
た矢印で示 した｡ 各概念ごとに以下に述べ る ｡
1) 概念1
本統合テ ー マ に お い て , 骨格となる概念で ある ｡ すな
わち, 住民 の援助 ニ ー ズ に応 じた地域 ケア シ ス テ ム構築
にお ける行政保健師の 看護実践と して , 『援助 ニ ー ズを
もつ住民 一 人ひとりに責任を持ち, 関係者と協働して援
助することを通じて , 住民支援のための良質な地域ケア
システムを形成する』 と いう概念で ある｡ 地域ケ ア シ ス
テム 構築には, 援助 ニ ー ズを持 つ住民 一 人 ひ とり へ の 関
係者との 協働による援助が基盤とな っ て い る こ とを示す
もの で ある｡
2) 概念2
『住民 一 人ひとりの セルフケアカを高める援助の過程
を通L;, 非公的な支援システムをつくる』 と いう概念で
あり, こ れ は, 本統合テ ー マ の 骨格となる上記概念1に
包含され て い た｡
3) 概念3
『住民 一 人ひとりのセルフケアカを高める援助の過程
を通L;, 保健福祉サ ー ビスの適切化をはかる』 と いう概
念で あり , こ れ は , 本統合テ ー マ の 骨格と なる上記概念
1 に包含され て い た ｡
4) 概念4
『外部支援者と協働して . 在宅療養者を支援する過程
を通じて , 支援者同士の協働システムをつくる』 と いう
概念であり, こ れ は, 本統合テ ー マ の 骨格となる上記概
念 1に包含され て い た ｡
5) 概念5
『外部支援者と協働して , 在宅療養者を支援する過程
を通じて , 援助 ニ ー ズを持 つ 特定集団を把握し, その
ニ ー ズを満たすために保健福祉サ ー ビスの適切化をはか
る』 と い う概念で ありt こ れ は , 本続合テ ー マ の 骨格と
なる上記概念1 に包含され て い た｡
6) 概念6
『外部支援者と協働して , 在宅療養者を支援する過程
を通じて, 援助 ニ ー ズを持つ特定集団を把纏し, 医療 ･
<2>住民支援の
た めの 良質な地
域ケ ア シス テ ム
を形成する
<1>援助 ニ ー ズ
を 持 つ 住 民 一
人ひと り に責任
をもち , 関係者
と協働 して 援助
する
凡例
<13>保健福祉サ ー ビス
の適切化をはか る
<3>家族単位に住民
一 人ひ とりの セ ル フ
ケ アカ ･ 相互扶助力
を高め る
<14>医療 ･ 看護サ ー ビス の
質向上 を図る
<15>地域ケ ア シス テ ム の
構築の 必要性は, 地域資
源の 有無や質, 支援者と
対象者との 関係性を包含
して判断する
<5>援助ニ ー ズ をもつ 住民を早期発見する ために
アウ トリ ー チ する
<6>援助ニ ー ズ を持つ 特
定集団を把l替する
<4>外部支援者と協働して, 在宅療奏者を支援する
一 次論文か ら統
合した知見
知見間の 関係性か ら見い
だ され た概念
図1 統合した知見とそ の 関係性から見 い だ され た概念
看護サ ー ビスの質向上を図る』 と い う概念で あり , こ れ
は, 本統合テ ー マ の 骨格となる上記概念1 に包含されて
い た ｡
5. 統合テ ー マ の見直し
統合 した知見の 関係性から見出された概念か ら, 統合
テ ー マ の 見直し を行 っ た｡ 仮 テ ー マ で は , 住民 の 援助
ニ ー ズ と それ に応じたサ ー ビス の 調整 ･ 確保 ･ 適正配備
を目的と した行政保健師の 看護実践知を明らかにする こ
とをテ ー マ と して い た ｡ しか し, 統合された知見の 内容
を見ると , 単 なるサ ー ビ ス の調整 ･ 確保 ･ 適正配備の み
ならず, 地域住民同士 の非公的な支援シ ス テ ム を構築す
るt 支援者同士の協働シス テ ム を つ くるなど, 多様な住
民 ニ ー ズ に即応する側面を持 つ 在宅ケア の シ ス テ ム構築
に関わる概念が含まれて い る こ とがわか っ た｡ こ れ ら の
こ とを考慮 し, 統合テ ー マ をt 見直し ｢住民の援助 ニ ー
ズ に応 じた地域ケア シ ス テ ム構築にお ける行政保健師の
看護実践｣ と した ｡
Ⅳ . 考 察
1 . メタ統合によっ て新たに見出された地域単位のケア
システム構築におlナる行政保健師の看護実践に関
する概念
メ タ統合手法を用 い た行政保健師の地域 ケ ア シ ス テ ム
構築の 実践 における看護援助の統合の結果 , 15の 知見と
6 つ の 新た な概念が見出された｡
15の 知見の 一 つ 一 つ は, ケ ア シ ス テ ム構築における行
政保健師の 役割や活動方法と し て , 既知 の知見で ある ｡
例えば , 知見 (9)｢ 地域の 人的資源によ る支援ネ ッ ト
ワ ー クを つ くる｣ の ように , イ ン フ ォ ー マ ル サ ポ ー ト シ
ス テ ム構築の必要性は , 一 次論文作成時以前にも指摘さ
れて い た12)｡ しか し, 本研究によ っ て , さ ら に, ケ ア シ
ス テ ム の構築は , シ ス テ ム構築自体が活動の 目的とな っ
て い る の で はなく, 個別の 援助を通 じ 一 人 ひ とり の援助
ニ ー ズ に応じて 援助を展開する過程で , そ の援助の 手段
と して必要な人 々や資源を発掘し, そ れらと の 関係を作
り上げて い く こと を通じ て発展させ て い ると いう構造が
明らかとな っ た ｡
大川13) は, 地域ケ ア シ ス テ ム 構築過程の 保健師の 判
断と行動の 特徴の ひと つ として, 個別問題を地域の 課題
と して 再構成する ことをあげ, こ の 判断が地域ケ ア シ ス
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テ ム構築の 鍵を纏 っ て い る と述 べ て い る ｡ こ の 点は重要
であるが , 反面, 個別 の 問題が地域の 課題と して 再構成
され な い 問題と判断された場合 , 地域ケ ア シ ス テ ム構築
に発展させえな い の か と い う疑問を感 じさせ る｡ しか
し, 本研究で概念化された内容をみると
, 保健師は個別
の 問題を解決するために, 様 々 な人 々 と関係 し, 必要な
公的 ･ 非公的資源を整えるこ とに奔走する , そうして出
来上が っ た公的 ･ 非公的資源は, 地域ケ ア シ ス テ ム と し
て 他の住民にも適用され て いく , と い っ た側面が示唆さ
れた ｡ また , 課題を持 つ 当人自身の セ ル フ ケアカを高め
る
,
そ れ には周囲の 人 々 や資源を求め利用 し改善させ て
い く力も含むの だが , そ の力をも高めて い く ことも地域
ケ ア シ ス テ ム構築の 大きな要素で ある こ とが 明らか に
な っ た ｡ つ まり保健師は, 目 の前 の課題 を持 っ た住民の
セ ル フ ケ アカ向上を支援し, そ れら を支えるため の 資源
を整えると い う看護職と し て非常に基本的な行動原理に
よ っ て , 結果的に地域ケ ア シ ス テ ム構築を実現させ て い
る側面が存在する ことが わか っ た｡
岡 田14) は, 熟練保健師にイ ン タ ビ ュ ー し, 地域ケ ア
シ ス テ ム構築の 際に用 い た能力を明らか にし て い るが ,
｢個別ケ ア｣ が保健師の シ ス テ ム構築の 原動力にな っ て
おり, 保健師は個人を ベ ー ス と したindu ctiv e m ethodを
用 い た仕事をする看護職であり, 個人 の 問題を ｢鋭く探
求する力｣ をも つ と指摘して い る｡
本研究にお い て も, 保健師は看護職と し て 個 々 の 問
題を解決する ことを基盤にし て地域ケアシ ス テ ム構築を
行う職種で あり, すなわち, 保健師が把握した どんな個
別の 問題 も, 地域 の 課題と して再構成され な い 問題はな
く, 地域ケアシ ス テ ム構築に発展させうる可能性がある
こ とが示唆された ｡
2. 今後の課題と本研究の限界
本研究で , 一 次論文と して 選択した論文は , 平成7年
か ら10年にか けて作成された論文であ っ た ｡ 時代背景と
して は
, 介護保険制度が導入される前で あり, 在宅療養
に利用できる社会資源も限られ て おり, 保健師は , 限 ら
れた資源をどの ように有効活用するか , 非公的な資源を
どう活性化させ るか と いう課題に直面して い た こ とが考
えられる ｡ ケ ア シ ス テ ム構築は, そ の 時代背景の 影響を
色濃く受ける ｡ 現行の 介護保険制度化で は, 民間の サ ー
ビス の増加, N P Oな どの 発展な どの 影響を受け, 行政
保健師の役割も, 家族指導や介護予防などに分化される
な ど, 変化が生じて い る ｡ 今後は, 時代背景の異なる時
期に創出された , 行政保健師の ケ ア シ ス テ ム構築に関わ
る論文の メ タ統合を通じ, 新た な実践知を見出すととも
に, 本研究の結果と比較しなが ら, 時代とともに変化す
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る実践知, 時代 の影響を受けな い核と なる実践知をそれ
ぞれ明らかにする こ とによ っ て , 行政保健師の 実践の本
質に迫る必要が あると考える ｡
質的研究の メ タ統合にお い て は, まず統合の テ ー マ を
明確にする こ と の重要性が指摘され て い る15)｡ 本研究で
は, 研究方法の 項で述 べ たように, 続合可能な 一 次論文,
具体的には本学の博士論文および修士論文の 範囲で, 統
合可能なテ ー マ を設定すると いう手順を取 っ た ｡ その た
め, 仮の テ ー マ を設定 し, 統合手順の 過程で , 最適な
テ ー マ を見直すと い う過程を踏んだ｡
メ タ統合の本質的な目的から いえば , 本来は , 統合の
テ ー マ , 目的を明確に設定した上 で , そ の テ ー マ , 目的
に適する 一 次論文を選択するこ とが必要で あろう｡
本研究の テ ー マ で ある, 地域ケ ア シ ス テ ム構築に関わる
行政保健師の 看護援助の実践知を導くの に ふ さわし い 一
次論文をさらに , 地域や時代の幅を広 い 範囲で網羅で き
るように選択し, 検討を続ける必要が あると考える｡
ま た. 今回 一 次論文とした3論文で は , い ずれも看護
実践の プロ セ ス , す なわち看護の 行為と意図に主 な焦点
をあて て おり, 看護援助の 要素の うち, ｢ 援助の 成果｣
までデ ー タ と して 扱 っ て い なか っ た ｡ 本研究で見出され
た概念で表された看護実践が , どの ような地域, 時代に
お い て も普遍的で有用性の あるもの な の か どうか , 今後
検証して い く研究が必要となると考える｡
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